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内内内内    容容容容           

おしらせおしらせおしらせおしらせ    

○○○○青少年ベルフォンテン市派青少年ベルフォンテン市派青少年ベルフォンテン市派青少年ベルフォンテン市派

遣事業遣事業遣事業遣事業    

〇〇〇〇日本語ボランティア養成日本語ボランティア養成日本語ボランティア養成日本語ボランティア養成    

講座講座講座講座    

〇わいわい春まつり〇わいわい春まつり〇わいわい春まつり〇わいわい春まつり    

〇平成２５年度〇平成２５年度〇平成２５年度〇平成２５年度    事業計画事業計画事業計画事業計画    

報告報告報告報告    

○○○○公益法人に移行しました公益法人に移行しました公益法人に移行しました公益法人に移行しました    

〇学習ボランティア養成講座〇学習ボランティア養成講座〇学習ボランティア養成講座〇学習ボランティア養成講座    

〇鈴国大に支援物資〇鈴国大に支援物資〇鈴国大に支援物資〇鈴国大に支援物資    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年恒例となりました、鈴鹿市と友好都市である、アメリカオハイオ州

ベルフォンテン市でのホームステイ体験！！今年も中学生・高校生を対象

に行います。 

今年は、まずアメリカの首都であり、政治の中心地であるワシントン

D.C.を訪れます。派遣事業としては実に７年ぶりのワシントン訪問です。

連邦議会議事堂やリンカーン記念堂、スミソニアン博物館や航空宇宙博物

館・自然史博物館などを見学し、日頃、ニュースの中で目にする様々な景

色を自分の目で見、身近に感じていただきます。 

ベルフォンテン市では、友好都市の人々との交流を通して、アメリカの

生活や文化を身近に学びます。 

 

 

 

 

 

 

今年は、ベルフォンテン市で新しく建設中の中学校を訪問し、同年代の学生達と交流する予定です。 

アメリカと日本の学校制度の違いなどを学びながら、日本の文化の紹介もする予定です。 

若いうちから国際感覚を養い、価値観の違う世界で異文化体験することは、人生において大変貴重なこと

です。いずれは地域の多文化共生の橋渡しが出来る人材となれるよう、旅立つ前から様々な研修を積み、仲

間としての絆も深めていきます。 

参加費用の約半分は市が負担します。お近くに対象の学生さんがいらっしゃいましたら是非お声がけいた

だきますよう、よろしくお願い致します。 

派遣期間派遣期間派遣期間派遣期間    ：：：：    平成２５年８月７日（水）から８月１３日（火）までの７日間平成２５年８月７日（水）から８月１３日（火）までの７日間平成２５年８月７日（水）から８月１３日（火）までの７日間平成２５年８月７日（水）から８月１３日（火）までの７日間    

派派派派    遣遣遣遣    先先先先    ：：：：    ベルフォンテン市（オハイオ州）、ワシントンＤベルフォンテン市（オハイオ州）、ワシントンＤベルフォンテン市（オハイオ州）、ワシントンＤベルフォンテン市（オハイオ州）、ワシントンＤ....ＣＣＣＣ....    

募集人数募集人数募集人数募集人数    ：：：：    １２人（選考試験により参加者を決定します）１２人（選考試験により参加者を決定します）１２人（選考試験により参加者を決定します）１２人（選考試験により参加者を決定します）            

参加負担金参加負担金参加負担金参加負担金: : : : １７５１７５１７５１７５,,,,０００円０００円０００円０００円        [[[[渡航費の約半分は鈴鹿市より助成を受けています渡航費の約半分は鈴鹿市より助成を受けています渡航費の約半分は鈴鹿市より助成を受けています渡航費の約半分は鈴鹿市より助成を受けています]]]]    

        （但し、燃油サーチャージ上昇分及び旅券取得などに要する個人的な費用は別途必要となります。）（但し、燃油サーチャージ上昇分及び旅券取得などに要する個人的な費用は別途必要となります。）（但し、燃油サーチャージ上昇分及び旅券取得などに要する個人的な費用は別途必要となります。）（但し、燃油サーチャージ上昇分及び旅券取得などに要する個人的な費用は別途必要となります。）    

参加資格参加資格参加資格参加資格    ：：：：    鈴鹿市内に在住する中学生、高校生又は高等専門学校生（３年生まで）、もしくはそれと鈴鹿市内に在住する中学生、高校生又は高等専門学校生（３年生まで）、もしくはそれと鈴鹿市内に在住する中学生、高校生又は高等専門学校生（３年生まで）、もしくはそれと鈴鹿市内に在住する中学生、高校生又は高等専門学校生（３年生まで）、もしくはそれと

同年齢の者。ただし、過去に一同年齢の者。ただし、過去に一同年齢の者。ただし、過去に一同年齢の者。ただし、過去に一度参加したことのある生徒は度参加したことのある生徒は度参加したことのある生徒は度参加したことのある生徒は応募できません。応募できません。応募できません。応募できません。    

応募方法応募方法応募方法応募方法    ：参加申込書（鈴鹿国際交流協会事務所及びホームペー：参加申込書（鈴鹿国際交流協会事務所及びホームペー：参加申込書（鈴鹿国際交流協会事務所及びホームペー：参加申込書（鈴鹿国際交流協会事務所及びホームペー

ジ、市内公立中学校・高校、市役所、図書館にありまジ、市内公立中学校・高校、市役所、図書館にありまジ、市内公立中学校・高校、市役所、図書館にありまジ、市内公立中学校・高校、市役所、図書館にありま

す）に必要事項を記入の上、５月１０日（金）（必着）す）に必要事項を記入の上、５月１０日（金）（必着）す）に必要事項を記入の上、５月１０日（金）（必着）す）に必要事項を記入の上、５月１０日（金）（必着）

までに（公財）鈴鹿国際交流協会事務局へ郵送又は持までに（公財）鈴鹿国際交流協会事務局へ郵送又は持までに（公財）鈴鹿国際交流協会事務局へ郵送又は持までに（公財）鈴鹿国際交流協会事務局へ郵送又は持

参して下さい。参して下さい。参して下さい。参して下さい。    

    

 

［選考試験］ 

★筆記試験＆面接試験 

５月１９日（日） 

１０：００～１７：００（予定） 

市役所１２階 会議室 

＊応募者数によっては、午後か

らとなる場合があります。 

アメリカアメリカアメリカアメリカ    オハオハオハオハイオ州イオ州イオ州イオ州    ベルフォンテン市ベルフォンテン市ベルフォンテン市ベルフォンテン市    

鈴鹿市と１９９１年に友好協定を締結しており、この事業でこれまでに４０９名の生徒を派遣しました。 

ベルフォンテンは、フランス語で「美しい泉」を意味します。ローガン郡の郡庁所在地であり、人口は１３,３７０

人。アメリカ発のコンクリート道路が有名です。とうもろこし畑など、自然が豊かでとても穏やかな町です。 

※応募者が１０名に満たない場合は、この事業を中止します。※応募者が１０名に満たない場合は、この事業を中止します。※応募者が１０名に満たない場合は、この事業を中止します。※応募者が１０名に満たない場合は、この事業を中止します。    



 

 

 

今まで日本語を教えたことがなくても、外国語が話せなくても大丈夫です。日本語教室では、日本語で日

本語を教えます。日本語を教えることを通して、在住外国人と交流しませんか。 

 

と  き：5 月 18 日(土)～6 月 22 日（土）毎週土曜日 

     13:30～16:40  

と こ ろ：ジェフリー鈴鹿 

対  象 ：出来る限り全講座に出席でき、 

日本語支援活動にも参加できる方。 

講  師：松葉先生、吉田先生、八木先生（日本語教師）  

受 講 料：一般 6,000 円  賛助会員 3,000 円 

（賛助会員には、いつでも加入できます。） 

募集人数：20 名（応募者多数の場合は抽選） 

協  力：鈴鹿日本語会 AIUEO、桜島日本語教室、牧田いろは教室 

応募方法：4 月 25 日(木)(当日必着)までに、はがき、E-mail、又は Fax に郵便番号、住所、氏名、電話番号を

記入して鈴鹿国際交流協会まで 

¿¿¿¿¿¿¿¿¿¿¿¿日本語教室ってどんなところ日本語教室ってどんなところ日本語教室ってどんなところ日本語教室ってどんなところ????????????    

市内には、3 つの日本語教室があり、週に一度のペースで、運営されています。学習者は、以前はブラジルや

ペルーといった南米からの方がほとんどでしたが、今では約半分がアジア圏の方になってきています。アジア圏

の方は、研修生であったり、日本人の配偶者であったりします。 

学習者の目的も様々で、日本語能力試験を受けたいという方から、日本語は全く話せないので会話を覚えた

いという方までいます。日本語教室は、学習者に日本の生活情報を伝える役割も担っています。また、会話を通

して学習者の母国の文化を聞く機会にもなります。 

 

 

 

 

今年もわいわい春まつりの季節がやって参りました！いろいろな国の音

楽あり、ダンスあり、体験ありと、一日中楽しむことができます。おなかがす

いたら、世界の料理を堪能できます。ご家族やご友人とお誘いあわせの上、

ご来場ください。 

とととと    き：き：き：き：4444 月月月月 22221111 日日日日((((日日日日))))    10:0010:0010:0010:00～～～～16:0016:0016:0016:00    

ところ：鈴鹿ハンター＆弁天山公園ところ：鈴鹿ハンター＆弁天山公園ところ：鈴鹿ハンター＆弁天山公園ところ：鈴鹿ハンター＆弁天山公園    

内内内内    容：容：容：容：最新のものは以下のとおりです。最新のものは以下のとおりです。最新のものは以下のとおりです。最新のものは以下のとおりです。    

センターコート  ホンダダンボールクラフト、わいわいホンダダンボールクラフト、わいわいホンダダンボールクラフト、わいわいホンダダンボールクラフト、わいわい色色色色あそび、インターナショナルカフェ、あそび、インターナショナルカフェ、あそび、インターナショナルカフェ、あそび、インターナショナルカフェ、    

    

サ ブ コ ー ト 国際交流活動団体国際交流活動団体国際交流活動団体国際交流活動団体のパネルのパネルのパネルのパネル展示展示展示展示、、、、民族衣装試着体験民族衣装試着体験民族衣装試着体験民族衣装試着体験、似顔絵（有料）、似顔絵（有料）、似顔絵（有料）、似顔絵（有料）    

 

屋 外 ステージ フラダンス、カポエイラ、フィリピンフラダンス、カポエイラ、フィリピンフラダンス、カポエイラ、フィリピンフラダンス、カポエイラ、フィリピン音楽音楽音楽音楽、フォルクローレ、コリアン、フォルクローレ、コリアン、フォルクローレ、コリアン、フォルクローレ、コリアン民族舞踊民族舞踊民族舞踊民族舞踊、ラ、ラ、ラ、ラ

テン音楽、テン音楽、テン音楽、テン音楽、和太鼓和太鼓和太鼓和太鼓、ベリーダンス、フラメンコ、ベリーダンス、フラメンコ、ベリーダンス、フラメンコ、ベリーダンス、フラメンコ、ズンバ、ズンバ、ズンバ、ズンバ、ゴスペル、マーロンダンス、、ゴスペル、マーロンダンス、、ゴスペル、マーロンダンス、、ゴスペル、マーロンダンス、

サンバサンバサンバサンバ    

国 際 屋 台 村 ブラジル、ペルー、中国、インド、トルコ、韓国、ベトナム、日本ブラジル、ペルー、中国、インド、トルコ、韓国、ベトナム、日本ブラジル、ペルー、中国、インド、トルコ、韓国、ベトナム、日本ブラジル、ペルー、中国、インド、トルコ、韓国、ベトナム、日本    

    

ブ ー ス 出 展 ペルーペルーペルーペルー民芸品民芸品民芸品民芸品、ブラジル、ブラジル、ブラジル、ブラジル小物小物小物小物、モロッコ民芸品、フェアトレード、世界の野菜即売、、モロッコ民芸品、フェアトレード、世界の野菜即売、、モロッコ民芸品、フェアトレード、世界の野菜即売、、モロッコ民芸品、フェアトレード、世界の野菜即売、

コーヒーサービス、コーヒーサービス、コーヒーサービス、コーヒーサービス、アメリカコーナーアメリカコーナーアメリカコーナーアメリカコーナー    

    

弁 天 山 公 園 日本の昔の遊び、国際フリーマーケット日本の昔の遊び、国際フリーマーケット日本の昔の遊び、国際フリーマーケット日本の昔の遊び、国際フリーマーケット、、、、キッズ自転車トライアルキッズ自転車トライアルキッズ自転車トライアルキッズ自転車トライアルデモデモデモデモ＆一本橋体験＆一本橋体験＆一本橋体験＆一本橋体験    

※天候等により、内容が変わる場合があります。 

 

 

H24 年度の講座の様子 

 

 



平成平成平成平成 22225555 年度年度年度年度    鈴鹿国際交流協会の事業計画鈴鹿国際交流協会の事業計画鈴鹿国際交流協会の事業計画鈴鹿国際交流協会の事業計画    

 

①①①①    地域レベルでの国際交流の促進・国際理解事業地域レベルでの国際交流の促進・国際理解事業地域レベルでの国際交流の促進・国際理解事業地域レベルでの国際交流の促進・国際理解事業    

・青少年ベルフォンテン市派遣事業 

鈴鹿市の友好都市である米国オハイオ州ベルフォンテン市へ、中学生及び高校生を派遣し、両市の友

好親善を図ると共に生徒の国際感覚を養うことを目的に実施します。 

・国際理解セミナー 

諸外国の歴史、伝統文化、国民性等を学びます。 

・国際理解料理講座 

料理を通じて、諸外国の文化や多様性を学びます。 

 

②②②② 多文化共生推進事業多文化共生推進事業多文化共生推進事業多文化共生推進事業    

・共生社会推進イベント（わいわい春まつり） 

ボランティア会員、団体、NPO 等と連携し、共生社会推進へのイベントを開催します。 

・協会ホームページ 

ホームページに協会が実施する海外友好都市交流事業、研修啓発事業、活動支援事業、共生推進事

業等のイベント情報や会員募集等の情報を掲載します。 

・SIFA ニュース 

協会役員、賛助会員及びボランティア会員向けに、協会の事業や予算等の報告と各会員や協会が行う

各種事業の活動状況等を広報します。 

・日本語講座 

市内在住外国人のニーズに応え、日本語能力試験 N4、N3、N2 に対応した講座を開催します。 

・在住外国人向け広報紙（マンスリーすずか）の発行 

日本語、ポルトガル語及びスペイン語版の広報紙を発行します。 

・すずかのせいかつテキスト作成 

市内日本語教室のスタッフと連携して鈴鹿での日常生活に即した内容のテキストを作成し、 

日本語教室での学習に役立てます。 

・ 留学生等への支援 

市内の大学への留学生向けに、SIFA ニュースを通じて会員や市民から生活物資の提供を募り、支援し

ます。 

 

③③③③ 人材の育成及び市民活動等の支援事業人材の育成及び市民活動等の支援事業人材の育成及び市民活動等の支援事業人材の育成及び市民活動等の支援事業    

・日本語指導者研修事業 

日本語学習を希望する外国人住民の学習機会を維持・拡充するため、日本語ボランティア養成講座を

開催します。 

・学習支援指導者研修事業 

公立小中学校や地域の学習支援教室等で学習する児童生徒への学習支援者の育成を目的としたボラ

ンティア養成講座を開催します。 

・国際交流等を実施する団体への助成 

協会賛助会員が国際交流・国際親善・多文化共生等を目的とする活動をするに際し、協会が申請を受

けた場合は、審査の上 1 団体 10 万円を限度に支援します。 

・社会福祉協議会等との連携 

社会福祉協議会が実施する多文化共生推進活動や国際交流機関・団体との事業協働や支援をします。 

 

※事業の実施時期等詳細については、随時協会ホームページや SIFA ニュースでお知らせしていきます。 



 

 

 

財団法人鈴鹿国際交流協会は、この 4 月 1 日より公益財団法人鈴鹿国際交流協会として新たな一歩を

踏み出しました。前身の協会ができたころは、市内に住む外国人も 1,000 人程度と少なく、主に海外の友好都

市との交流を目的としていました。その後時代は変わり、今日では、7,400 名以上の外国人が鈴鹿に住み、各

産業を支えています。このような状況を踏まえ当協会は、①国際交流の促進、②多文化共生の推進、③ １、

２を推進するための人づくりや他団体との連携を 3 本柱に据え、これから前進していきます。3 ページの事業計

画をご覧いただくと分かりますが、今年度から事業計画をこの 3 つに分けています。 

「公益」の冠が付くということは、これまで以上に市民の皆様の期待を受け止める役割を担うこととなります。

世界情勢がめまぐるしく変わる中、国際化の波は止まらず、むしろ大きな潮流となっています。市民の皆さまの

より近くで、そして一緒に様々な事業に取り組んでいきたいと考えていますので、どうか、変わらぬご支援を賜り

ますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

教育委員会日本語コーディネーターの杉谷先生を講師に招き、2 月

の各木曜日に学習支援ボランティア養成講座を実施しました。今回参

加者は、５名と少数でしたが、休まれる方もほとんどなく、とてもアットホ

ームに開催できました。 

まず、鈴鹿市の現状について様々なデータを見ながら考えました。

いまでは、ほとんどの小中学校に外国にルーツを持つ子供がいることや、

外国人人口が減少していても公立小中学校に通う外国籍の子どもの

数は、増えていることを知りました。1,990 年の入管法改正以来、教育

現場では様々な試みがなされてきましたが、鈴鹿市では学校間の連携を密にし、子どものレベルに合わ

せてリライトされた教材を作成しています。また、教材を使って音読の指導をするときに指さし読みで文字

をきちんと読むことを覚えてから、はさみ読みで言葉・文章読みでリズムを体得していく方法を学びました。 

他にも、漢字の指導方法を基にオリジナル教材を作成したり、算数の指導についても学びました。 

子どもへの支援について興味のある方は、協会までご連絡ください。 

 

 

 

2 月中に会員の皆さまやボランティアさんに頂いた支援物資を、3 月

21 日（木）に鈴鹿国際大学へ届けました。 

今年もたくさんの物品が寄せられました。鍋類、食器、小鉢、スプー

ン・フォークのセット、傘、シャンプー・リンス、石鹸、タオル、砂糖・油、

バッグ、ブランケットなどなど・・・ 

 学内にいた留学生さん達にも立ち会ってもらい、協会事務局長の島

村から、鈴鹿国際大学のクマーラ学長補佐に贈呈いたしました。 

みなさんの温かい気持ちから寄せられた支援物資が、日本で新た

な生活をスタートする彼らの役に立てば嬉しいです。鈴鹿に来て良かったと思い、さらに学業に励んでもら

えるといいですね。 
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